
パンデミック後を考える
＜有識者の意見＞

色々な兆候や意見があります

お考えになるに際して参考になりそうな

見解をピックアップしてみました

（一社）日本動力協会

桝本 晃章



１. 世界経済について
ノーベル経済学賞受賞者 コロンビア大学

ジョセフ・ステイグリッツ教授

◎ コロナ危機は、政治や経済の基本単位は依然として、

“国家”であることを思い起こさせた

◎ パンデミック後の経済システムは、グローバル化と

同時に、自立・自主をよくバランスさせる努力が必要



2. 社会について
ロンドン・ビジネススクール
リンダ・グラットン教授（日経：2020年5月24日）

◎ 働き方や社会システムの対応が

個人の寿命の伸びに追いついていない

◎ コロナ後は、週五日勤務の変更が加速する

早朝や深夜勤務も普通の選択肢になる

◎ 自動化ニーズも高まる

★重要なのは、

発展可能性の高い仕事につくための技術の新たな習得



3. リモートワークについて
池上 彰氏（日経：2020年5月25日）

◎ 東京工業大学リモート講義からの感想

◎ 聴講している学生の顔を見ながら話せる

学生の顔の下には、氏名も表示される

⇒名前と顔が一致

◎ 通勤時間が無くなった

⇒できた余裕時間で、レジュメ作りに時間がかけられる

◎ 学生たち：講師のレジュメをダウンロードできる

◎ チャットも可能



以上、三名の方の意見は、
参考になるのではないでしょうか

皆さま！

パンデミック後の社会・仕事の進め方は、

どうなるのでしょうか？

どう変えてゆきますか？



ありがとうございました


